
 

 

 

 

 

塩尻市で「東京原発」市民上映会を開催 
 

 

 1 月 25 日に、塩尻市総合文化センターで、「東京原発」を観る・知る・考える市民映

画上映会が開催され、270 名以上の方が鑑賞しました。映画のあらすじは、「東京に原発

を誘致する」と突然の東京都知事の爆弾発言と暴走に都庁で賛否激論から始まる。強烈

なブラックユーモアとスリル満点のエンターテイメントの映画です。鑑賞後 会場では、

感想が 121 通寄せられ、「非常に参考になりました。原発の実体がよく理解できました」

「こんなにすばらしい映画が 3.11 以前につくられていたことに感動しました」など多く

の声がありました。無関心ではいられない、引き続き、こうした取り組みを継続してや

っていきたいと強い決意の声も寄せられています。政権交代が行われましたが、ますま

す、脱原発をめざす取り組みが求められています。塩尻の会では、引き続き、3 月 10 日

に 2回目となりますが、脱原発をめざして、集会と行進を予定しています。 

 

塩尻協立病院 塩原秀治 

映画の感想から 

★日本中の国民に見せたい映画でした。  

★ いい映画だと思いました。この映画が作られてい

た事にびっくり、そして今、光があてられている

事に感謝、広がってほしいと思います。 

★ 一人ひとりが行動する事、声を上げ「脱原発」

叫ぶ必要痛感しました。 

★ 10 年前の映画なのに、今回見せていただき、リ

アルすぎおどろきました。これは、国民すべて

が見るべきだと思いました。役所さんのセリフ、

もっともです。 

★ 原発事故がおきる前にこの映画を製作した監督

の原発への先見性に脱帽 

★ 2002 年から、きちんと考えて映画がつくられていた事に感動 自分のできる事で私もやってい

きたいと思った。 

★ “何もしない事は、賛同していることと同じ”心にひびきました。天馬さんのような人が日本

の政治家に一人でも多くいるといいと思いました。 

★ 国、電力、会社等、指導ないまゝに国民をだまして来た事が安心、安全といつわって来た事が、

福島・東北のひ災をまねいた事でも原発反対。 

★ 地球を人類、動・植物全てを死滅させるもの、直ちに凍結（しかし放射能は現存する）し、人

間の英知を出し合い、再生可能エネルギーへの転換、すばらしい地球を取り戻せ！ 

★ もうこれ以上の放射線汚染、未来への負の遺産は許されない。まず始めに、脱原発ありきで、

そこから出発するしかない、今すぐに！ 

原 発 ゼ ロ を め ざ す 長 野 県 連 絡 会 
第 16号           事務局 〒381-0034 長野市高田 276-8 長野県労連内 

2013.2.7              ＴＥＬ026-223-1683 ＦＡＸ026-227-1783 

                   ホームページ http://w2.avis.ne.jp/~krn-jim2 

http://w2.avis.ne.jp/~krn-jim2

